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西
多
摩
地
区
建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協
議
会 

会
長 

細 

沼 

順 

人 

今
年
十
一
月
九
日
の
第
五
回
総
会
に
於
き
ま

し
て
、
西
多
摩
地
区
建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協

議
会
会
長
の
職
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
細
沼
で

御
座
い
ま
す
。
も
と
よ
り
当
職
に
不
向
き
で
あ
る

事
は
十
分
承
知
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
引
き
受

け
い
た
し
ま
し
た
か
ら
に
は
、
前
佐
久
間
会
長
の

志
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
ま
た
地
域
建
設
業
界
が
安
心

し
て
仕
事
に
専
念
出
来
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る

よ
う
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
御
座
い
ま
す
。 

本
会
は
、
六
年
前
頃
か
ら
反
社
会
的
勢
力
と
思

し
き
団
体
か
ら
入
札
及
び
工
事
の
施
工
等
に
絡

み
、
不
当
要
求
と
も
言
え
る
行
為
が
頻
発
し
て
お

き
た
事
を
契
機
に
五
年
前
に
西
建
は
じ
め
青
梅

警
察
署
と
連
絡
調
整
し
、
ご
指
導
頂
き
な
が
ら
設

立
に
至
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
設
立
当
初
か
ら
青
梅
、
福
生
、
五
日
市

の
三
警
察
署
と
警
視
庁
組
織
犯
罪
対
策
部
組
織 

犯 

犯
罪
対
策
第
三
課
に
は
、
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し

で
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
七
月
よ
り
東
京
都
は
「
東
京
都
契
約
関
係

暴
力
団
等
対
策
措
置
要
綱
」
を
変
更
す
る
と
共
に
、

こ
れ
ま
で
排
除
対
象
と
し
て
き
た
公
共
工
事
契
約

に
加
え
、
売
買
、
貸
借
、
請
負
そ
の
他
の
契
約
ま
で

対
象
を
拡
大
し
、
都
が
締
結
す
る
す
べ
て
の
契
約
か

ら
暴
力
団
等
を
排
除
し
て
い
き
ま
す
し
、
社
会
全
体

の
目
も
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

個
々
の
力
で
は
、
不
当
要
求
に
立
ち
向
か
う
こ
と

は
難
し
く
て
も
、
協
議
会
員
が
一
丸
と
な
り
立
ち
向

か
う
事
で
、
健
全
な
建
設
業
界
を
守
る
事
が
出
来
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
織
を
し
っ
か
り
と

次
に
継
続
出
来
る
様
に
微
力
で
す
が
、
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

施工体験記  

視距改良工事に伴う大荷田橋下部工事(20 西‐友田の 7)  
岩浪建設株式会社  現場代理人 青 木 慎 治 

 表題の工事について、東京都建設局西多摩建設事務所長より感謝状

を頂きましたので、組合員の皆様へその概要をご報告致します。 
 本工事は国道４１１号線滝山海道、青梅市友田町一丁目地内の見通

しをよくするプロジェクトの一環です。前工事で新設した橋に車道を

切り回して旧橋を撤去、前工事の橋台につなげて２基橋台を構築する

他、道路拡幅に伴う擁壁、街路築造工事があり、工事箇所３箇所、延

長約３６０ｍの規模で施工しました。 
 安全と近隣対策の面では、この現場は交通量が大変多く、24 時間稼

働の工場とゴルフ練習場の入口があるため、苦労が絶えませんでした。

交通渋滞による苦情も多く入りましたが、運転者には注意喚起の看板

設置を設けて理解を得ました。また歩行者には、仮歩道上の置きガー

ドレール対策として、接触しそうな個所に保護材を取り付けました。

この点は西多摩建設事務所の安全パトロールでも高評価を頂きまし

た。 
 施工面では、舗装工事は当初昼間施工で、道路片側交互規制の許可

を取っていましたが、前述のように交通渋滞が発生するため、発注者、

青梅警察署と協議して夜間施工へ変更しました。交通の流れと逆に近

隣住民の方々には気を遣わせるため、丁寧に事情を説明して納得して

頂きました。また橋台を施工した辺りは湧水が多く、山留めの設置に

苦労しました。作業員は大変だったと思いますが、工夫と努力によっ

て乗り切ることが出来ま 
した。 
 以上１４箇月に渡る長 
期間の工事で近隣自治会、 
住民の方々及び監督員を 
始め西多摩建設事務所工 
事第一課、青梅工区の方 
々にはとてもお世話にな 
りました。 
関係者各位の協力のもと 
に完成した工事ですので、 
皆様にお礼を申し上げて、施工体験記を終わらせて頂きます。 

 

施工体験記 

八王子市八幡町７番地先から同市台町四丁目 
地先間配水本管（５００㎜）新設工事    

土屋建設株式会社 現場代理人 足利 直樹 
 
 本工事は、配水本管（５００㎜）を、立体交差（ＪＲ中央線軌

道下）内の横断ボックスカルバート内及び、本線車道・側道に布

設する工事でした。 
本工事の施工区間は、八王子市施工による｢上野第二土地区間

整理事業｣内での施工であり、施工時間に制約があるものでした。 

工事工程会議での打合せで工事期間が決まり、その短いスパン

内での工程計画、準備、施工を短期的に進める必要がありました。 

現場は、構造物や街きょ等施工中であり、現場の変化に対応で

きるよう日々様々な調整、打合せ、工事測量を行い、工事が円滑

に進むように努めました。また、ＪＲ中央線を隔て、南北に分か

れ２班施工で工事を行うなど工期短縮を実行しました。  
設計変更処理等も担当監督員を始め迅速な対応を頂き、素早い

対処が出来ました。そして、本線車道開通式にも間に合わせるこ

とが出来、その後も無事故で工事を完成することが出来ました。 
これは、一つの目標に向か 
う共通意識を持って何事に 
も取り組むことが出来たか 
らだと思います。 

また、水道局担当監督員 
を始め工事に係わった多く 
の方々のご指導、ご協力が 
あり、今回の様な良い評価 
を頂けたのだと思います。 
感謝と共に、今日の事を励 
みに謙虚な気持ちで驕らず日々努力していきたいと思います。 
       

 

平成２２年度あきる野市総合防災訓練に参加 
                   あきる野地区委員会 
 日時 平成２２年１１月２１日(日曜日)午前８時３０分～ 

参加団体：あきる野市、秋川消防署、警察署、あきる野市 

消防団、町内会・自治会、国交省、自衛隊、赤十字、あき 

る野市建設防災協力会、あきる野地区委員会、東京電力 、 

ＮＴＴ、東京都公園協会、他  

 会  場：秋川駅前南口運動広場 

 訓練内容：防災協力会としての参加訓練は消防と共に被災者

を車両から救出する訓練です。 

当日は各地域においても訓練が行われました。  

結果報告参加人員：９４５名 

 

 
 
 
 
 
 

 

尚、右記写真は平成２２年 
８月７日（土曜日）に行なった 
あきる野夏祭りでの売上金の寄 
付を行なったところ、あきる野 
市長、臼井孝様より感謝状の授 
与がありました。 
お忙しい中、駆けつけて頂い 

た会員皆様のご協力も併せて御礼申し上げます。 
 

 

 

 

◇広報委員会からのお知らせ◇ 
 西建協ホームページの作成準備を進め、１月中旬開設を 
予定しております。 
『バナー広告をトップページと２面に分けて募集中』 

     詳細については、事務局に問合せ下さい。 
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 １１ 月 事 業 報 告  

６日 あきる野ルピア ３階ホール打合せ（総務委員会） 
８日 三多摩建設業連合会と 

都議会自民党三多摩所属議員との意見交換会 
     西建協役員９名出席 
１１日 広報委員会１９６号編集発行 
     ・当組合ＨＰ開設の件 
１５日 総務委員会 
１６日 あきる野地区委員会 
     三多摩保証事業推進連絡会（立川市内） 
１９日 理事会 
１９日 「西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会」 

研修（講演）総会開催 

 １２ 月 事 業 計 画  

２日 若手経営者の会 会員懇親会  
４日 あきる野地区委員会 
７日 事業委員会 

    １月１４日視察実施の件（東京スカイツリー） 

７日 広報委員会１９７号編集発行 ・当組合ＨＰ準備 
１３日 総務委員会 
１５日 正副理事長会、理事会 
 

《１１月１９日（金） 理事会報告 》 

①報告事項 
・前払金制度の拡充に関する要望書提出（瑞穂町） 
・日建学院青梅校 ２２年度運営報告 

・東京都財務局経理部総務課契約調整担当から資料 
「契約からの暴力団排除規程」 

東京都契約関係暴力団等対策措置要綱の改正 
東京都不当介入通報報告取扱基準に関するＱ＆Ａ 
東京都契約関係暴力団等対策措置要綱の改正に関

するＱ＆Ａ …全組合員配布 
・各委員会報告 

②審議事項 
・１１月８日（月）都議会自民党三多摩支部所属議員との

意見交換会開催の報告 
・西建協のホームページ開設の件 

・西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会  

研修会及び第５回総会準備（役割分担）の件 

     

◇日建学院青梅校◇ 
（西建協）からのご案内  
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

○２級建築士学科（日曜）コース  講義日程 １２月中旬スタート 
○１級建築施工管理技士学科講座  講義日程  ２月初旬スタート 
○１級土木施工管理技士基礎講座  講義日程  ３月中旬スタート 

１級建築施工・１級土木施工は、学費が会社負担の場合「建設   
教育訓練助成金」が受けられ学費の５０％（最高額 10 万円）が  
助成されます。 
西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を開  

講いたしますので、会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込） 
等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 ＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  
  青梅校（西建協）事務局 0428-22-6245 石川 
  日建立川校 042－527－3291 担当：澤田 
 

賛助会員ＰＲコーナー№２４  

 

   
 
 

株式会社 イーエスピー （ 通称名：イーグル警備） 
代表取締役 髙 橋  美 作 

〒205-0013 羽村市富士見平 2-1-5 

   ＴＥＬ ０４２－５７０－０６３５  ＦＡＸ ０４２－５７０－０６３８ 

 ＜ 認    定 ＞ 東京都公安委員会認定証 第３０００３３８２号 

   ＜ 加盟団体 ＞（社）全国警備業協会 ・ （社）東京都警備業協会 

   ＜ 事業内容 ＞ 

国交省、東京都水道局、ＮＴＴ関連等の工事に伴う警備業務 

建物・土木工事・道路工事現場等での交通誘導 

店舗駐車場での誘導、各種イベント警備、検定資格者の配置 

 
平素より西多摩建設業協同組合の皆様には格別の御高配を賜り厚く 

御礼申し上げます。 
  弊社は警備業をサービス業と考え、御取引先・歩行者・運転者・近隣

住民の方々を大切なお客様と思い、安心・安全の提供を通して会員の皆

様にご満足して頂くとともに、地域社会に貢献できるよう、より一層努

力して まいりますので、今後とも宜しくお願い申し上げます。 
 

 
 

   

年末年始無災害運動を的確に！ 
青梅労働基準監督署 

○ 労働災害発生等の現状 
 青梅労働基準監督署管内で発生した死亡労働災害は、平成１８年に４名

の死亡災害が発生して以降、各事業場の災害防止の取組等の結果一定の成

果が認められ、平成１９年→３名、平成２０年→２名、平成２１年→１名

と減少したところです。 
ところが、今年は１１月末現在で６名（製造業１名、建設業２名、林業

２名、清掃業１名）もの死亡災害が発生しています。死亡災害は、絶対にあ

ってはならないものです。 

また、最近の経済の先行き不安から精神的に閉塞感に包まれていること、 

 

さらに、これから年末に向け気忙しくなるなどから作業行動の

一つ一つに十分な安全確認がなされないまま「今まで大丈夫だ

ったから」という惰性や思い込みにより危険な状態となるおそ

れがあります。 
 多くの労働災害（死亡災害を含む）の原因は、今までに繰り

返し発生している災害原因と変わりなく、法令を順守し、危険

を予知し、時間的余裕を持ち、正しく実施し、適切に確認すれ

ば多くの労働災害を防止できるものと考えています。 
 そこで、各事業場におきましては、次の項目について適切な

取り組みが実施されているか再確認され、労働者の生命、身体

等の安全を確保しつつ労働することができるよう、必要な配慮

をする。「安全配慮義務」を怠ることがないようここに要請しま

す。 
    
・経営トップは、安全衛生について所信をあきらかにし、周知

を図ること。 
・作業手順、作業標準について、作業にかかる労働者の安全及

び衛生が確保できる内容となるように作成、見直しを行い、

これらを使用し教育を適切に実施すること。 
・作業開始前ＫＹ活動の的確な実施と安全パトロールを励行・

強化すること。 
・ヒヤリハット活動の実施などにより、労働者の危険感受性を

向上させること。 
・労働時間を適切に管理し、無理のない作業時間を確保するこ

と。 



 


